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権
利
擁
護
支
援
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

高
齢
者
及
び
障
害
者
の
権
利
行
使
を
保
障
す
る
た
め
の
権
利
擁
護
支
援
の
利
用
件
数
は
、
成
年
後
見
制
度
が
令
和
元
年
十
二

月
末
日
時
点
で
二
十
二
万
四
千
件
余
、
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
が
令
和
元
年
度
末
時
点
で
五
万
六
千
件
余
と
な
っ
て
い
る
。

利
用
件
数
は
と
も
に
増
加
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
認
知
症
高
齢
者
や
精
神
・
知
的
障
害
者
の
人
数
、
高
齢
者
に
よ
る
消
費
生
活

相
談
件
数
及
び
特
殊
詐
欺
の
認
知
件
数
を
踏
ま
え
れ
ば
、
権
利
擁
護
に
関
す
る
支
援
の
利
用
を
更
に
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
。 

 

上
記
を
踏
ま
え
、
以
下
質
問
す
る
。 

一 

政
府
に
お
い
て
取
り
ま
と
め
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
認
知
症
高
齢
者
及
び
精
神
・
知
的
障
害
者
な
ど
権
利
擁
護
に
関
す
る

支
援
を
必
要
と
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
未
だ
そ
の
支
援
を
受
け
ら
れ
て
い
な
い
利
用
対
象
者
数
に
つ
い
て
そ
の
想
定
人

数
及
び
詳
細
を
伺
い
た
い
。
権
利
擁
護
支
援
の
利
用
促
進
に
関
す
る
施
策
を
推
進
し
て
は
い
る
も
の
の
、
支
援
が
不
足
し
て

い
る
の
で
は
な
い
か
。
利
用
が
進
ま
な
い
理
由
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
、
政
府
の
見
解
を
問
う
。 

二 

成
年
後
見
制
度
及
び
成
年
後
見
制
度
利
用
促
進
基
本
計
画
に
つ
い
て 

 

１ 

成
年
後
見
制
度
に
お
け
る
成
年
後
見
人
等
が
そ
の
利
用
者
の
財
産
を
横
領
す
る
な
ど
の
不
正
事
例
が
生
じ
て
い
る
。
こ

の
不
正
事
例
の
中
に
は
親
族
に
よ
る
も
の
も
多
く
含
ま
れ
る
が
、
士
業
な
ど
の
専
門
職
に
よ
る
不
正
事
例
に
お
い
て
、
そ



 

２ 

 

の
被
害
額
が
高
額
な
場
合
に
は
、
専
門
職
が
創
設
し
た
補
償
制
度
に
よ
る
見
舞
金
ま
た
は
救
済
金
の
支
給
額
に
上
限
が
あ

る
た
め
、
被
害
全
額
の
救
済
に
至
ら
な
い
事
例
が
見
受
け
ら
れ
る
。
専
門
職
を
成
年
後
見
人
等
に
選
任
す
る
場
合
に
お
い

て
は
、
政
府
と
し
て
強
制
保
険
制
度
を
設
け
る
か
、
ま
た
は
そ
の
専
門
職
が
被
害
全
額
を
補
償
す
る
保
険
等
に
加
入
し
て

い
る
こ
と
を
要
件
と
す
る
必
要
は
な
い
か
、
政
府
の
見
解
を
問
う
。 

 

２ 

現
状
の
成
年
後
見
制
度
に
お
い
て
は
、
成
年
後
見
人
等
の
担
い
手
確
保
の
必
要
性
及
び
利
用
者
の
報
酬
支
払
の
負
担
の

重
さ
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
成
年
後
見
人
等
に
は
、
親
族
の
ほ
か
に
、
弁
護
士
、
司
法
書
士
、
社
会
福
祉
士
、
税
理
士
等

の
専
門
職
が
選
任
さ
れ
る
が
、
成
年
後
見
人
等
と
し
て
の
事
務
量
は
多
く
、
ま
た
、
通
常
は
利
用
者
が
死
亡
す
る
ま
で
事

務
を
継
続
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
人
の
専
門
職
が
成
年
後
見
人
等
を
引
き
受
け
る
こ
と
が
可
能
な
数
に
は
限
界
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
そ
の
担
い
手
の
確
保
の
具
体
策
に
つ
い
て
、
政
府
の
見
解
を
問
う
。 

 
 
 

ま
た
、
成
年
後
見
人
等
か
ら
報
酬
付
与
の
申
立
て
が
あ
る
と
家
庭
裁
判
所
は
、
報
酬
額
を
決
定
す
る
審
判
を
行
う
が
、

そ
の
報
酬
は
、
利
用
者
で
あ
る
成
年
被
後
見
人
等
の
財
産
か
ら
支
払
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
報
酬
額
の
見
直
し
及

び
担
い
手
の
確
保
等
の
課
題
は
、
効
率
化
が
可
能
な
専
門
的
な
知
見
を
有
す
る
民
間
企
業
も
選
任
さ
れ
る
こ
と
と
し
な
け

れ
ば
解
消
で
き
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
政
府
の
見
解
を
問
う
。 



 

３ 

 

 
３ 

成
年
後
見
等
に
お
け
る
各
種
提
出
書
類
は
、
各
地
の
家
庭
裁
判
所
で
そ
の
様
式
が
異
な
り
、
成
年
後
見
人
等
は
管
轄
の

家
庭
裁
判
所
に
お
い
て
該
当
す
る
書
類
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
電
磁
的
記
録
に
よ
る
提
出
が
認
め
ら
れ
て
お

ら
ず
、
書
面
で
の
提
出
の
み
と
な
っ
て
お
り
、
報
告
書
類
の
作
成
が
成
年
後
見
人
等
の
負
担
と
な
っ
て
い
る
。
成
年
後
見

等
の
申
立
書
類
に
つ
い
て
は
統
一
書
式
と
な
っ
た
が
、
そ
の
他
の
申
立
書
類
及
び
報
告
書
面
等
が
各
地
の
家
庭
裁
判
所
で

統
一
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
成
年
後
見
人
等
に
事
務
負
担
を
か
け
る
こ
と
と
な
る
。
成
年
後
見
人
等
の
担
い
手
の
確
保
に

資
す
る
よ
う
残
り
の
申
立
書
類
等
も
統
一
書
式
に
す
べ
き
で
は
な
い
か
、
政
府
の
見
解
を
問
う
。 

 

４ 

業
務
上
横
領
の
発
覚
の
遅
れ
は
、
被
害
額
が
増
え
る
事
由
の
一
つ
に
挙
げ
ら
れ
る
。
成
年
後
見
人
等
に
よ
る
不
正
防
止

の
観
点
か
ら
、
現
状
の
年
一
回
の
家
庭
裁
判
所
へ
の
定
期
報
告
の
回
数
を
増
や
す
こ
と
は
有
効
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見

解
を
問
う
。
ま
た
、
担
い
手
の
確
保
の
観
点
か
ら
家
庭
裁
判
所
へ
の
報
告
に
つ
い
て
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
公
的
個

人
認
証
を
用
い
た
電
磁
的
記
録
に
よ
る
提
出
を
認
め
る
な
ど
成
年
後
見
人
等
の
負
担
軽
減
も
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
、

政
府
の
見
解
を
問
う
。 

三 

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
に
つ
い
て
は
、
実
施
主
体
が
社
会
福
祉
協
議
会
に
限
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
た
だ
で
さ
え
人
員

が
不
足
し
て
い
る
専
門
員
及
び
生
活
支
援
員
の
業
務
は
ひ
っ
迫
し
、
十
分
な
支
援
を
提
供
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
っ
て
い



 

４ 

 

る
。
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
民
間
企
業
を
同
事
業
の
実
施
主
体
に
追
加
し
、
担
い
手
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
が
、
政
府
の
見
解
を
問
う
。 

 

右
質
問
す
る
。 


